
 

 

『直観』 

 カウンセラーの仕事の中に SV（スーパーヴァイズ）

というものがあります。誤解を覚悟の上ですごく簡単に

言うと、カウンセラーをカウンセリングする感じです。一

般的には、SV を受けるカウンセラーが受け持っている

ケースについて、先輩カウンセラーが相談に乗る形にな

ることが多いのですが、私が依頼を受けているSVの中

では、カウンセラー自身が、ご自分の内的葛藤や、抱

えてきた問題と向き合われることも少なくはありません。 

 

カウンセラーがクライエントさんの問題解決に対して

相談に乗るうちに、自分自身が苦しくなったり、クライエ

ントさんの問題が大き過ぎて行き詰ってしまうことも有り

得ます。または、クライエントさんから頼られ、感謝をさ

れていても、そこにカウンセラーとしての自分の驕りや、

思い違いはないだろうかと、自身を客観視するために、

自分の信頼するカウンセラーにSVを依頼する人もあり

ます。大学によってはカウンセラー育成の一環として、

学生にカウンセリングを体験させる学校もあります。クラ

イエントさんと向き合う前に、まずは自分自身と向き合

うことで、人間の弱さも強さも見つめることになります。

この SV を教育分析と呼んだりもします。 

 

カウンセラーだけではなく、精神保健福祉士さんや、

社会福祉士さん、保育士さんや、学校や幼稚園の先

生、看護師さん、お医者さんなど、最近では様々な対

人援助職、人とかかわる仕事をされている人から SV

を依頼されることがあります。 

 

カウンセラーには厳しい守秘義務がありますので、み

なさん、安心して話してくださいます。人間は誰かに話

しをすることで抱えていた緊張や不安がある程度おさま

ります。人の人生や命に係わる仕事をされている立場

の人だからこそ、どこかで力を抜くことは大切です。その

ような息抜きや、自己調整として SV を利用される人

もありますが、一番多いのは、自己研鑽のための SV

依頼です。 

 

カウンセラーは、日々、様々な学校や学会などで知

識や技術を磨いていますが、それだけでは足らないこと

もあります。それは感性であったり、経験であったり、ど

ちらかといえば脳を使うよりも、身体を使うようなイメー

ジなのですが伝わるでしょうか？ 

 

小林秀雄という文芸評論家がよく『直観』ということ

を大切にされています。例えば、優れた将棋の棋士は、

自分の一手を打つ際に考える前に直観で次の手をみ

ているというのです。そして、その直観の一手を、盤上

を観ながら分析しているのだそうです。先日、ワールド

カップで話題になったサッカー選手たちも一流の選手は

この直観力が秀でていると言われます。一瞬の判断が

勝敗を分けてしまうアスリートたちにとっては、熟考する

ことなく、直観的に決断し行動することが、より強く求

められるでしょう。棋士にしても、選手にしても、天才と

言われる人はこの直観が一流なのですが、後になって、

なぜあの一手だったのかを分析する能力も高くないとそ

の立場を維持することはできません。 

そして、天才たちの直観による結果を、秀才たちが

研究し、理論化することで一般化し、セオリーとして教

育に用いられることになります。この直観⇒分析という

営みが学問の世界でも行われることで自然科学や、



 

 

社会科学が発展してきたのですよね。 

 

カウンセラーにも色々な特性、力量の人がいます。

直観的にこころに触れる人、多くの知識や経験に照ら

し合わせてこころを汲み取る人、それぞれ自分に合った

理論や技法を用いて仕事をしているのですが、どの方

法も素晴らしさと、弱点があるように思います。それは

クライエントさんたちにもそれぞれの特性も力量もある

からです。どうしても合う、合わないということは出てきま

す。そのために、カウンセラーは自分の限界を知り、得

手不得手を見つめて研鑽を積むのです。そんな人たち

の SV をさせていただいていると、こちらの方が頭が下が

ることが良くありますし、逆に教わることも多々ありま

す。  

私はかなり直観を使うカウンセラーですが、そのことに

気づいたのも SV をさせていただいたからです。私が普

通だと思っていた発想が他のカウンセラーにはあまりな

いということを経験することで、私自身の自己分析につ

ながりました。そして、直観的にみえているものごとを、

SV を受けている相手にわかるように説明することは、と

ても頭を使います。大変に疲れますが、この対話を繰

り返すことが私自身がSVを受けているような効果があ

るようだと私の直観が感じています。 

 

この『直観』という概念は説明がとても難しいもので

す。フランスの哲学者ベルクソンが提唱したのを小林秀

雄が引用していたかと思います。また、宮沢賢治もベ

ルクソンに深く影響を受け、それを作品に反映させてい

るといいます。色々な芸術や文学、人間が行う表現

や運動の活動の中に確実に存在する『直観』ですが、

それが何であるか、どうすれば身につくのかなどはいまい

ちわかっていません。むしろ、うまく言えないからこそ、

人々はあらゆる活動で表現するのかもしれません。 

 

最後に小林秀雄のことばを残します。あなたの直観

は何を感じとっているでしょうか。 

【物を考えるにあたっては、直観、分析、どちらも必

要である。だが、手順を誤ってはいけない。最初に

直観、続いて分析である。直観から分析への道は

ある、しかし、分析から直観への道はない】 
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